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特集「笹森儀助」

まちの話題

お知らせ

玉黄金

６月号の主な内容笹森儀助顕彰碑建立式典

　６月４日に龍郷で笹森儀助氏の顕彰碑建

立の除幕式が行われました。笹森儀助氏は明

治２７年に当時の鹿児島県大島支庁長にあ

たる役職に付き、西郷隆盛を敬愛し、勝海舟

の撰による石碑の建立等に携わりました。
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～笹森儀助顕彰碑建立記念式典～

　

６
月
４
日
に
龍
郷
町
龍
郷
で

笹
森
儀
助
顕
彰
碑
建
立
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
笹
森
儀

助
氏
は
明
治
27
年
に
奄
美
大
島

の
島
司
（
現
在
の
鹿
児
島
県
大

島
支
庁
長
）
に
就
任
し
、
糖
業

の
振
興
、
伝
染
病
対
策
、
教
育

の
振
興
な
ど
、
常
に
島
民
側
に

立
ち
、
島
民
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
笹
森
儀
助
氏
は
西
郷

隆
盛
を
深
く
敬
愛
し
、
現
在
も

西
郷
南
洲
流
謫
跡
に
残
さ
れ
て

い
る
西
郷
隆
盛
を
顕
彰
す
る
石

碑
の
建
立
に
尽
力
す
る
な
ど
、

み
ち
の
く
青
森
の
人
で
あ
り
な

が
ら
、
奄
美
群
島
発
展
の
た
め

に
多
く
の
こ
と
に
尽
く
し
た
事

績
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
有

志
一
同
に
よ
り
笹
森
儀
助
顕
彰

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
笹
森
儀
助
氏
の
子
孫

で
あ
る
笹
森
靖
司
さ
ん
も
夫
婦

で
青
森
か
ら
来
島
し
、
先
祖
の

功
績
を
祝
い
ま
し
た
。

↑
笹
森
靖
司
さ
ん
か
ら
笹
森
儀

助
の
写
真
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

笹
森
儀
助
氏
近
影

　

１
８
４
５
年
３
月
、
弘
前
藩
（
現
在
の
青
森
県
弘

前
市
）
に
生
ま
れ
る
。
牧
場
経
営
会
社
を
設
立
し
た

の
ち
、
北
海
道
千
島
列
島
を
探
検
し
、「
千
島
探
験
」

を
著
す
。
当
時
の
井
上
馨
内
相
は
そ
の
内
容
を
高
く

評
価
し
、
同
氏
に
琉
球
諸
島
の
糖
業
拡
大
の
可
能
性

を
探
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
、
南
西
諸
島
の
調
査
を

行
っ
た
。
重
い
人
頭
税
な
ど
に
よ
る
過
酷
な
生
活
の

実
態
や
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
疫
病
の
蔓
延
し
て
い
る

状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
南
西
諸
島
の
実
態
を
刻

名
に
記
し
た
「
南
嶋
探
験
」
を
著
し
た
。
そ
の
際
に

奄
美
群
島
に
も
足
を
運
ん
で
お
り
、
鹿
児
島
商
人
た

ち
が
砂
糖
の
専
売
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
島
民

の
生
活
苦
も
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。

　

１
８
９
４
年
８
月
、「
南
嶋
探
験
」
の
経
験
が
買

わ
れ
、
笹
森
は
奄
美
大
島
の
島
司
（
現
在
の
大
島
支

庁
長
）
に
就
任
し
、
４
年
間
の
在
任
期
間
の
中
で
多

く
の
業
績
を
残
さ
れ
た
。

【
主
な
功
績
】

・
膨
大
な
島
民
負
債
の
調
査
・
対
策

・
諸
島
あ
げ
て
の
糖
業
振
興

・
汽
船
の
定
期
航
路
開
設
の
後
押
し

・
奄
美
へ
の
近
代
的
な
伝
染
病
対
策
導
入

・
島
司
初
の
十
島
視
察

・
十
島
へ
の
医
師
巡
回
制
度
創
設
の
上
申

・
学
校
創
設
の
推
進

・
諏
訪
瀬
島
開
拓
者
、
藤
井
富
伝
の
略
伝
刊
行

・
台
北
支
庁
長
、
西
郷
菊
次
郎
訪
問

・
西
郷
隆
盛
謫
居
碑
建
立

・「
台
湾
視
察
結
論
」
を
拓
殖
務
省
大
臣
に
提
出

↑
顕
彰
碑
建
立
に
あ
た
り
功

績
の
あ
る
３
名
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

浄
財
の
提
供
か
ら
施
行
工

事
に
わ
た
り
尽
力
し
た

竹
山
建
設
㈱　

代
表
取
締
役

竹
山
眞
一
郎
さ
ん
（
左
）

　

顕
彰
碑
文
を
編
集
し
た

青
森
県　

東
奥
日
報
社

特
別
編
集
委
員

松
田
修
一
さ
ん
（
中
央
）

　

顕
彰
碑
に
刻
字
さ
れ
た
書し

ょ

を
揮き

ご
う毫

し
た
書
家

竹
山
雨
渓
さ
ん
（
右
）　
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大勝集落が３年連続優勝
家庭婦人バレーボール大会

第１回子ども博物学士講座
「たつごうの楽しみ方を学ぼう」

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場企画観光課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成29年 5月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

3,010
5,990
2,897
3,093

  +10
  +10
　-3
  +13

▲

▲

龍郷 B 選手宣誓浦集落

大勝A

　６月４日（日）に第４３回家庭婦人バレーボー
ル大会（龍郷町教育委員会主催）が、りゅうゆう
館を主会場に開催されました。Ａ級は大勝集落が
３年連続優勝を果たし、Ｂ級は龍郷集落が優勝し
ました。

　５月２７日（土）に龍郷町生涯学習センター「りゅ
うがく館」で平成２９年度「子ども博物学士」講座
が開催されました。今年度、第１回目は「たつごう
の楽しみ方を学ぼう」と題し、りゅうがく館の図書
室や町内各集落の紹介や貴重な文化財を展示してい
る「文化財展示室」で当館の学芸員である川元美咲
さんを講師に、児童６０人、保護者２７人の計８７
人の参加者は龍郷の魅力を学びました。子ども博物
学士講座は町内の小学３年生以上から参加できま
す。これからも「龍郷町」についてもっと楽しめる
講座を予定していますので、参加希望などお問い合
わせは龍郷町教育委員会まで、お願いいたします。

←参加者には缶バッチ
「タツゴンボール」

がプレゼントされました。

熱心に話に聞き入る子どもたち
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秋名集落　瀧フジソさんへ
百歳敬老祝い金贈呈

祝３周年記念
エフエムたつごう公開生放送

奄美自然観察の森に
寄贈されたナゴラン開花

▲
▲

▲

　6 月２日に秋名集落にお住まいの瀧フジソさんへ
百歳の敬老祝い金が贈られました。当日は瀧さんの
娘さんたちが出迎え、瀧さんの若いころの話をして
くれました。瀧さんは若いころは紬織りなどで家庭
を助け、９０歳近くまで畑仕事をするほど、お元気
とのこと。これからも健やかにお過ごしください。

　５月２８日にりゅうがく館前の高倉横でエフエム
たつごう３周年を記念して、午後１時から４時まで
のラジオ公開生放送が行われました。番組では徳田
町長や町田酒造株式会社の中村安久さんなど、多数
のゲストが入れ替わりで参加し、番組を盛り上げま
した。トークの合間にはクイズを行い正解した参加
者にはプレゼント抽選会が行われました。

　昨年の１０月１０日に奄美自然観察の森に寄贈さ
れたナゴランが開花しました。この花は沖縄でナゴ
ランなど植物の栽培に携わっていた龍郷町大勝出身
の男性から「自分が亡くなった後、奄美自然観察の
森に植樹して欲しい。」と話があり、男性の家族や
友人でナゴラン２５株を敷地内の樹木へ植え付けま
した。ナゴランは、他の樹木の幹に着生し、直接光
の当たらない場所で育ち、昼間は甘くさわやかな良
い香りを放ちます。根が樹木に根付くまで縄で固定
し、風で飛ばないよう処置します。花は７月ごろま
で見られ、国立公園指定を受けた奄美自然観察の森
の新たな観察スポットとして期待が寄せられます。

木陰で開花する『ナゴラン』

木のウロで休むイシカワガエルのペア

瀧さんとご家族の皆さんと徳田町長

クイズに答えてプレゼント抽選
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　６月１１日（日）に秋名コミュニティセンターで
秋名・幾里集落シマ歩きイベントが行われました。
この企画は龍郷町地域おこし協力隊と秋名・幾里集
落が協力し、「まち歩きのプロ」東川隆太郎先生を
講師に招き、秋名・幾里の魅力を再発見・掘り下げ
ることを目的に開催されました。
　当日は１３時３０分から１６時３０分まで集落の
中を歩き、珍しいスポットはもちろん、今まで当た
り前だと思い見過ごしていたスポットを発見してい
く「シマ歩き」を行い、１７時からは秋名コミュニ
ティセンターへ戻り、手作り郷土料理を食べながら、
東川さんによる「自然とシマの文化、暮らし」と題
したシンポジウムを行いました。

↑イベント前日に東川先生の講演会
が行われました。

↑「記念橋」に取り付けられた
秋名アラセツ行事のプレート

↑この巨大なガジュ
マルの下には顔を洗
うと美人になると伝
えられている水が流
れている。

↑珊瑚石を加工し、互いに隙間なく噛み合わせて
独特の技法で積まれた「琉球石垣」

←↑神様の通り道とし
て、故意に空けられて
いる「カミミチ」

まち歩きのプロ

東川隆太郎先生と歩く

秋名 ・幾里シマ歩きイベント
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平成２９年度予算説明会・行政懇談会
町内７校区で開催

▲

　龍郷町では５月１５日から６月２日の期間中、町民の皆さまに本町の予算についての理解と行
政への積極的なご意見を聞くことを目的に予算説明会・行政懇談会を町内７校区を対象に実施し
ました。内容は、初めに平成２９年度予算と主要施策の説明を行い、内容に関する質疑応答を受
け、その後、町民から行政に関する意見や集落で困った事などを発言してもらいました。
　この町民との懇談会は約１１年振りに開催され今後も、毎年４～６月の期間にかけて実施する
予定です。皆さまの多数のご意見をお待ちしています。　

Ｑ
秋名アラセツ行事に町外から観光客が来るが、看板

など設置はしないのでしょうか？

Ａ
各集落の観光案内看板を平成３０年度の奄振事業で
国に要望を出しています。看板だとコストがかかり、

すぐに対応できないので、秋名・幾里魅力化プロジェクト
事業で集落マップの作成を予定しています。地域おこし協
力隊の村上さんに協力してもらいながら、集落の人が見て
も分かりやすいマップを作っていきたいと思います。

Ｑ
現在、円小学校では全校児童５人で年々、人数が少

なくなっているが、若者を呼ぶような対策は行わな

いのですか？

Ａ
秋名～安木屋場の荒波地区に子供がいる世帯に住ん
でもらおうと定住促進の家賃補助を今年１月から実

施しています。現在秋名に小学校６年生がいる世帯が１世
帯転入し、新規で幾里に子供２人がいる世帯が申請中で
す。この制度は荒波地区以外から転入する世帯に適用され
ており、円地区においても住む場所があれば家賃補助が上
限３万円まで出ますので、一緒になって宣伝してもらえれ
ばと思います。

Ｑ
西郷どんプロモーション実行委員会補助金は予算額

100 万円とありますが、それ以外の予算措置がある

のですか？

Ａ
平成２９年度予算は１００万円で、今後、様々な企
画を行っていくために６月補正で増額予定です。実

行委員会以外での取り組みとしては、笹森儀助顕彰碑の建
立や、その周辺（龍郷小浜地区）の公園整備について鹿児
島県の事業で行えないか、お願いをしているところです。
西郷隆盛が狩猟などを行っていたであろう、長雲峠周辺の
整備として奄美自然観察の森の整備を予定しています。

秋名校区

龍郷校区

円校区

◎７校区の様子
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Ｑ
野良猫対策事業について、捕獲して不妊去勢、放獣

するのに予算額９４８万円で足りるのでしょうか？

Ａ
この事業は平成２８年度から秋名地区から始まり順
次進めているところです。平成２８年度の実績とし

て野良猫の不妊処置率は各集落平均で８５％を超えていま
す。今年度は川内、大勝、浦、戸口、屋入集落で計４８０
頭捕獲予定であり、不妊去勢し、元の場所へ戻す事業にな
ります。もし捕獲数が４８０頭に満たない場合は、赤尾木、
芦徳集落まで実施する予定です。

Ｑ
町内で行う種下ろしの開催時期を調整して１０月に

は毎週末、どこかの集落で種下ろしをするという仕

組みはできないでしょうか？

Ａ
観光客など島外の方が種おろしが非常に人気がある
のは理解しています。各集落の種おろしの日程が早

期に決定すれば町のホームページ等で周知も行えるので、
まずは早めの広報活動を行っていければと思っています。

Ｑ
ハーベスター使用料が 1 トン当たり５０００円と負

担が大きいです。何とかならないでしょうか？

Ａ
今年度から行うハーベスター収穫助成事業は、ハー
ベスター使用料の１トン当たり２０００円の補助を

３年間試験的に実施します。本町では年間約２０００トン
の生産量を計上しているので予算を４００万円としていま
す。実際のハーベスター使用料は１トン当たり５３００円
になるので、その差額３３００円が農家の負担になります。

Ｑ
今年度からの新規事業である龍進未来塾の中で特に

英語に力を入れてほしいが、どのように考えていま

すか？

Ａ
りゅうがく館で第２土曜日を除き毎週土曜日に中学
生を対象に、英語と数学の授業を行っています。英

語については講師２名。数学は講師３名体制できめ細やか
な指導を行っています。本事業の実施に当り、７つの福祉
施設のご協力により、子どもたちの送迎バスを運行してい
ます。今後は、龍郷町の歴史・文化について理解を深める
内容の授業も展開できればと考えています。

龍瀬校区

大勝校区

赤徳校区

戸口校区
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を
長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作

る
こ
と
。

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
、

社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
作
る
こ
と
。

▼
北
大
島
保
護
区
保
護
司
会
強
調
月
間

結
成
式
・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

日
程
：
平
成
29
年
７
月
３
日
（
月
）

　

場
所
：
町
内
一
円

７
月
無
料
法
律
相
談

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
も
無
料
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
（
先
着

順
）

･

13
日
（
木
）
大
倉　

克
大　

弁
護
士

（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分
）

･

20
日
（
木
）
鈴
木　

穂
人　

弁
護
士

（
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分
）

･

27
日
（
木
）
茂
木　

佑
介　

弁
護
士

（
午
前
11
時
～
午
後
12
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

　

　

　

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

毎
年
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

同
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

▼
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
を
進
め

よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち

直
り
を
支
え
よ
う

▼
重
点
事
項

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら

排
除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再

び
受
け
入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る

社
会
に
す
る
た
め

①
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で

雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と
。

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務

所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す

こ
と
。

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰

　

奄
美
市
役
所

　
　

市
民
協
働
推
進
課
市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
６
）

エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う

夏
休
み
特
別
企
画
の
お
知
ら
せ

　

エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う
で
は
夏
休
み
の

期
間
限
定
で
、
児
童
・
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
小
学
生
か
ら
大
学
生
、
専
門
学
生

な
ど
学
生
な
ら
ど
な
た
で
も
募
集
い
た

し
ま
す
。
周
り
で
流
行
っ
て
い
る
も
の

や
、
好
き
な
音
楽
な
ど
を
楽
し
く
企
画
・

放
送
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　

エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う

☎
０
９
９
７-

62-

３
１
１
８

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

７
８
９
＠
ｆ
ｍ-

ｓ
．
ｏ
ｒ
ｇ

年
金
請
求
書
の
手
続
漏
れ
に
ご
注
意

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に

必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が
、

「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
年
金
機

構
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
と
な
る
方

に
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
黄
色
の
封
筒
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
開
始
は
、
平

成
29
年
８
月
１
日
（
最
も
早
い
年
金
の

お
支
払
い
は
平
成
29
年
10
月
）
で
す
。

ま
だ
、
請
求
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
今
す
ぐ
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お

電
話
を
！
予
約
の
上
、
年
金
事
務
所
に

て
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

05-

１
１
６
５

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
申
請

　

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状

態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
経

済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
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こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
（
50

歳
未
満
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
免
除
申
請
等
は
、
平

成
29
年
７
月
分
か
ら
平
成
30
年
６
月
分

ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
お
り
、
７

月
１
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
の

で
、
町
民
税
務
課
年
金
係
も
し
く
は
奄

美
大
島
年
金
事
務
所
に
て
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら

２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
過
去
に
保

険
料
の
納
付
が
困
難
で
未
納
と
な
っ
て

い
る
期
間
が
あ
る
方
は
、
併
せ
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

龍
郷
町
役
場　

町
民
税
務
課　

年
金
係

☎
０
９
９
７-

62-

３
１
１
１

（
内
１
４
１
）

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
７-

52-

４
３
４
１

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
後
に
１
→
２
）

７８％

９０％

９２％

８７％

９６％

９３％

１００％

１００％

平成２８年度龍郷町ＴＮＲ実績
野良猫ＴＮＲ事業について

　世界自然遺産登録に向けた対策の

一環として、アマミノクロウサギを

はじめ希少野生動物を捕食するノネ

コの増殖を抑制することを目的に、

野良猫に避妊・去勢手術を施す事業

（ＴＮＲ事業）を平成２８年度６月か

ら取り組んでいます。

【野良猫ＴＮＲ事業実績】

Ｈ２８．７月～Ｈ２９.3 月に秋名～玉里の

９集落で実施しました。

・集落内野良猫確認頭数…３２３頭

・不妊化手術頭数…２７６頭

・不妊化処置率…約８５．４％

　

▶平成２９年度は浦、大勝、川内、中勝、

上戸口、中戸口、下戸口、屋入の８集落で

実施を計画しています。

--％
各集落内野良猫の

不妊化処置の割合
…

安木屋場

龍郷

久場

瀬留

玉里

嘉渡

円

秋名

幾里
・

▶問い合せ先

　龍郷町役場　生活環境課

☎０９９７- ６９- ４５２５ 環境省提供

環境省

提 供

僕たちの棲みかを

みんなで守って！
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
５
月
届
出
】

河
俣　

愛つぐ
み未

柿　
　

翔しょ
う
た太

平
田　

翔しょ
う
や也

（
敬
称
略
）

瀬
留

芦
徳

中
勝

保
護
者
名

笑
李

喜
忠

力
也

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
５
月
届
出
】

重
田　

松
美

竹
山　

節
子

栄　

政
人

清　

重
隆

圓　

ウ
タ
子

長
井　

修

能
田　

満
也

若
師　

リ
ウ
子

本
山　

い
子

（
93
）

（
77
）

（
87
）

（
67
）

（
93
）

（
43
）

（
62
）

（
83
）

（
103
） 　

（
敬
称
略
）

浦
（
愛
寿
園
）

赤
尾
木

浦
（
愛
寿
園
）

赤
尾
木（
星
の
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

円赤
尾
木（
星
の
園
）

赤
尾
木

幾
里

・
本
山
慶
次
さ
ん
（
故
本
山
い
子
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
幾
里
集
落

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

・
村
山
秋
葊
さ
ん
（
故
村
山
ク
ニ
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

・
竹
山
操
さ
ん
（
故
竹
山
節
子
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
協

・
若
師
義
和
さ
ん
（
故
若
師
リ
ウ
子
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
協

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
中
川
初
代
さ
ん
（
故
山
下
カ
ズ
子
さ
ん
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

７
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

各
集
落
公
民
館
な
ど

午
後
２
時
よ
り
開
催

※
20
日
の
中
勝
は
午
後
12
時
よ
り
開
始
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

1（土）
 特定健診・長寿健診・がん検診 8：30 ～

りゅうゆう館
2（日）

3（月）
円公民館

 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館
4（火）

 特定健診・長寿健診・がん検診 8：30 ～
秋名コミュニティセンター

5（水） 大勝生活館

6（木）
中勝公民館

 楽らく体操 14：00 ～ 秋名コミュニティセンター

7（金）
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館
 特定健診・長寿健診・がん検診 8：30 ～ 赤尾木公民館8（土）  特定健診・長寿健診・がん検診 8：30 ～

10（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～
どぅくさぁや館

12（水） 母子歯科相談 13：30 ～
13（木） 楽らく体操 14：00 ～ 秋名コミュニティセンター

14（金）
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館
 かめのこクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館

18（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
19（水） たつごう在宅家族の会 13：30 ～ りゅうがく館
20（木） 楽らく体操 14：00 ～ 秋名コミュニティセンター

21（金）
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

23（日） 第 25 回龍郷ふるさと祭 09：00 ～ 玉里漁港、中央グラウンド

24（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～
どぅくさぁや館25（火） ３歳６か月児健診 13：00 ～

26（水） おなかスッキリ運動教室 19：30 ～
27（木） 楽らく体操 14：00 ～ 秋名コミュニティセンター

28（金）
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館
 かめのこクラブ 10：00 ～

どぅくさぁや館
31（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～

７
月
行
事
予
定
表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。
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満一歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

もとおか     まな  　　　　　

Ｈ 28. 6. 11　生

父 利将 / 母 千穂  手広

本岡  愛菜 ちゃん

   しい       ゆうま　　　　

Ｈ 28. 6. 15　生

父 友樹 / 母 志帆  手広

四位  悠眞 くん

いわさき     ひなた　　　　

Ｈ 28. 6. 29　生

父 勇作 / 母 千尋  赤尾木

岩崎　陽咲 くん

　　こはら   　みそら   　　　     　 

Ｈ 28. 6. 9　生

父 幸彦 / 母 愛実 浦

小原  美空 ちゃん

はやし    ありさ    　    　     　 

Ｈ 28. 6. 11　生

父 功 / 母 亜也子 手広

林  亜莉沙 ちゃん

電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
企

画
観

光
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

6
June
2017

うがみんしょうらん！
協力隊の村上です。2017 年も折り返し地点、もう 6 月ですよ！！時間が過ぎるのっ

てほんとに早いですねぇ。。。ちなみに今から 10 年前は、iPhone が発売された年です。

iPhone を始めスマートフォンの登場によって、世の中は様々の部分で変革がもたらされ

ました。今後も世の中はより加速的に変化していくと思いますが、どういう未来になって

いるでしょうか？未来は“予言”出来ませんが、“予測”するために世の中にアンテナを張

り続けること、そして将来は自ら考えて切り拓くという心構え

が大切だと感じています。地域についても、自分たち自身で状

況を見極めて、“考え”、“作る”という“協働”が必要だと思い

ます。現在、秋名・幾里では、有志によって“協働”が始まっ

ています。その第一歩として、集落による“体験滞在型観光”

の立ち上げを計画中です。「言うは易し、行うは難し」ですが、

“挑戦”すること、そして挑戦に向けた“雰囲気作り”が大事だ

と思います。この“協働”の取り組みについて、次回以降ご紹

介できればと思います。ありがっさまりょうた！

協 力 隊 通 信
龍郷町地域おこし協力隊コラム

エフエムたつごう３周年

記念番組に出演する村上さん


